
伊
藤
武
氏
死
去

同
大
、
全
国
初
Ⅴ
監
督

同
志
社
大
ラ
グ
ビ
ー
部
を
監

皆
と
し
て
全
国

大
学
選
手
権
初

優
勝
に
導
い
た

伊
藤
武
(
い
と

う
・
た
け
し
)
氏
が
、
2
0
日
正

午
ご
ろ
、
病
気
の
た
め
京
都
市

左
京
区
静
市
布
原
町
7
ュ
5
の

5
の
自
宅
で
死
去
し
た
《
珪
歳
。

京
型
埋
鵬
区
出
身
。
葬
儀
・

告
別
式
は
2
4
日
午
後
2
時
か
ら

京
都
南
北
区
紫
野
宮
西
町
3
4
、

公
益
社
北
フ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

で
。
喪
主
は
妻
博
子
(
ひ
ろ
こ
)

さ
ん
。
(
1
 
o
帯
に
間
違
記
事
)

工
9
7
9
̃
8
1
年
度
に
母
校

の
同
士
節
夫
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監

督
を
務
め
た
。
0
0
年
度
の
全
国

大
学
選
手
権
で
初
優
勝
し
、
8
2

年
度
か
ら
の
大
学
3
連
覇
の
礎

を
築
い
た
。
同
志
社
商
で
も
長

く
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い

た
。

ラ
グ
ビ
ー
郡
元
監
督
伊
藤
さ
ん
死
去

同
大
O
B
足
跡
た
た
え
る

同
大
ラ
グ
ビ
ー
部
陸
曹

と
し
て
ュ
9
8
0
年
度
の

全
日
本
大
学
選
手
権
で
初

優
勝
に
導
い
た
伊
藤
武
さ

ん
(
7
1
)
が
2
0
日
、
京
都

市
内
の
自
宅
で
亡
く
な
っ

た
。
同
大
の
一
時
代
を
築

い
た
指
導
者
の
死
去
を
、

京
都
の
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者

た
ち
は
惜
し
ん
だ
。

突
然
の
訃
報
に
、
O
B

会
の
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
ク

ラ
ブ
名
誉
会
長
の
井
上
治

美
さ
ん
(
榊
)
は
「
持
病

は
あ
っ
た
が
元
気
そ
う
だ

っ
た
。
大
事
な
人
を
亡
く

し
た
」
と
悲
し
ん
だ
。
同

大
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代
の
ュ

学
年
後
輩
に
当
た
る
伊
藤

さ
ん
は
、
と
も
に
全
日
本

学
生
代
表
と
し
て
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
と
対
戦

し
た
仲
間
で
も
あ
っ
た
。

5
0
年
度
、
伊
藤
さ
ん
に

率
い
ら
れ
た
同
大
は
関
東

の
壁
を
破
り
、
大
学
日
本

一
に
。
井
上
さ
ん
は
「
監

督
と
し
て
同
大
の
一
つ
の

歴
史
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
」
と
足
跡
を
た
た
え
る
。

監
督
を
退
任
し
た
8
2
年

度
か
ら
井
上
さ
ん
と
と
も

に
コ
ー
チ
を
務
め
、
絃
̃

8
4
年
度
の
大
学
聾
千
種
3

連
覇
に
も
貢
献
し
た
。

井
上
さ
ん
は
「
シ
ビ
ア
な

事
も
単
刀
直
入
に
伝
え

る
人
柄
で
、
誰
か
ら
も
慕

わ
れ
る
コ
ー
チ
だ
っ
た
。

ュ
6
0
琴
く
ら
い
の
小
さ

な
体
で
、
大
柄
な
大
八
木

(
淳
史
)
に
も
厳
し
く
向

き
合
っ
て
い
た
」
と
懐
か

し
む
。

同
大
O
B
で
関
西
ラ
グ

ビ
ー
協
会
の
坂
田
好
弘
会

長
(
竹
)
は
、
選
手
や
大

学
の
監
督
と
し
て
よ
り

も
、
長
年
務
め
た
同
志
社

高
の
監
督
の
印
象
が
強
か

っ
だ
と
い
う
。
「
本
当
に

ラ
グ
ビ
ー
が
好
き
だ
っ

た
。
熱
心
で
高
校
生
を
教

え
る
の
が
好
き
で
仕
方
が

な
い
人
。
残
念
だ
」
と
声

を
落
と
し
た
。

(
井
上
広
俊
)


